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庄
園
領
主
支
配
と
「
住
人
等
解
」

は
じ
め
に

　
本
稿
は
、
「
住
人
等
解
」
の
成
立
契
機
を
庄
園
領
主
側
の
要
求

ノ
い
う
点
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
主
魑
と
す
る
。

　
こ
の
「
住
人
等
解
」
は
、
一
一
世
紀
中
葉
に
史
料
上
に
出
現
し
、

近
年
の
「
人
民
闘
争
」
史
研
究
の
中
で
日
本
中
世
農
民
闘
争
の
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

一
段
階
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
評

価
の
先
鞭
を
つ
け
た
の
は
、
林
屋
辰
三
郎
氏
お
よ
び
立
命
館
大
挙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

大
学
院
古
文
書
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
参
加
諸
氏
で
あ
ろ
う
。
林
星
氏
ら

は
、
公
式
令
に
規
定
さ
れ
た
「
解
」
か
ら
二
二
世
紀
後
半
に
成
立

す
る
「
百
姓
申
状
」
ま
で
の
下
意
上
達
文
書
の
変
遷
を
研
究
の
主

題
と
す
る
。
そ
し
て
、
「
住
人
等
解
」
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
に
示

さ
れ
た
彼
ら
の
強
い
要
求
に
よ
っ
て
不
輸
・
不
入
の
特
権
が
得
ら

の
成
立

」

島
　
　
茂

裕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

れ
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
見
解
を
う
け
て
入
間
田
宣
夫
氏
は
、

尾
張
国
郡
司
百
姓
等
解
に
代
表
さ
れ
る
一
〇
世
紀
の
国
司
苛
政
上

訴
闘
争
が
一
国
規
模
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
「
住
人
（
百
姓
）
等

解
」
は
中
世
的
郡
郷
・
庄
園
を
単
位
と
し
て
差
し
出
さ
れ
て
い
る

と
指
摘
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
こ
の
変
化
を
中
世
的
村
落
共
同
体

の
形
成
に
緒
ぴ
つ
け
、
こ
れ
を
土
台
と
し
て
「
住
人
（
百
姓
）
等

解
」
闘
争
が
展
開
さ
れ
た
と
捉
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
島
田
次
郎

＾
5

氏
は
、
入
間
田
氏
の
見
解
を
基
本
的
に
継
承
し
、
「
住
人
等
解
」

段
階
と
「
百
姓
申
状
」
段
階
を
区
分
し
た
。
そ
し
て
、
前
者
か
ら

後
者
へ
の
移
行
を
、
住
人
集
団
か
ら
「
百
姓
」
集
団
1
1
「
庄
家
」

共
同
体
、
即
ち
中
世
前
期
共
同
体
の
形
成
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き

　
　
　
　
　
＾
5
）

る
と
述
べ
て
い
る
。

　
以
上
み
た
よ
う
に
、
「
住
人
等
解
」
の
成
立
契
機
は
、
字
世
的

　
6
1
　
2

　
7
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な
村
落
共
同
体
の
形
成
と
不
可
分
な
も
の
と
し
て
把
握
す
る
の
が

最
近
の
研
究
動
向
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中

で
見
落
さ
れ
て
き
た
視
点
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ

は
庄
園
領
主
の
側
か
ら
み
た
「
住
人
等
解
」
の
成
立
に
た
い
す
る

契
機
で
あ
る
。
先
に
み
た
研
究
史
に
照
ら
し
て
み
れ
ぱ
、
例
え
ぱ

林
屋
辰
三
郎
氏
ら
は
、
「
決
し
て
そ
の
文
書
が
生
み
出
さ
れ
た
歴

史
的
背
景
は
看
過
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
正
し
い
指
摘
を

し
な
が
ら
、
結
果
的
に
は
不
輸
・
不
入
権
を
獲
得
す
る
庄
園
領
主

側
の
「
住
人
等
解
」
の
成
立
契
機
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
し
て
い

な
い
。
入
間
田
氏
は
、
黒
因
日
出
男
氏
の
国
役
等
か
ら
逃
れ
る
た

め
に
圧
園
領
主
と
結
ぴ
つ
こ
う
と
し
た
住
人
等
の
「
寄
人
化
」
闘

＾
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
）

争
を
「
一
面
的
」
で
あ
る
と
批
判
す
る
。
入
間
田
氏
の
場
合
、
住

人
（
百
姓
）
等
の
中
に
在
地
領
主
層
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
認
め
て

も
、
閉
鎖
的
・
排
他
的
な
村
落
結
合
を
強
調
す
る
あ
ま
り
、
彼
ら

の
要
求
の
中
に
庄
園
領
主
の
そ
れ
が
合
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
論
理

的
に
認
め
難
く
な
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
島
田
氏
も
、
「
住

人
等
解
」
の
中
に
庄
官
が
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
か
ら
庄
園
領
主

の
「
意
向
を
予
め
合
ん
で
い
た
」
と
は
い
っ
て
も
、
一
方
で
「
在

地
性
の
つ
よ
い
御
庄
下
司
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
し
て
よ

　
　
　
　
　
　
＾
8
〕

い
」
と
述
べ
る
な
ど
、
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
齪
騒
を
き
た
し
て

い
る
よ
う
に
思
う
。
さ
ら
に
、
概
説
的
に
は
・
住
人
等
が
国
役
・

収
公
の
免
除
を
要
求
す
る
揚
合
、
庄
園
領
主
に
「
依
拠
」
し
て
と

か
、
そ
の
権
威
を
「
背
景
」
に
し
て
と
か
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

　
＾
9
〕

て
き
た
。
庄
園
領
主
が
自
ら
の
利
益
を
追
求
す
る
た
め
に
・
「
住

人
等
解
」
を
主
体
的
に
作
成
す
る
、
あ
る
い
は
、
さ
せ
る
こ
と
は

あ
り
え
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
本
稿
で
は
、
右
の
よ
う
な
研
究
史
に
対
す
る
批
判
に
立
っ
て
、

「
住
人
等
解
」
の
成
立
契
機
を
庄
園
領
主
側
か
ら
明
ら
か
に
し
て

み
た
い
。
こ
の
よ
う
な
視
角
に
立
つ
時
、
戸
田
芳
実
氏
の
次
の
提

　
　
　
　
　
＾
聖

起
は
重
要
で
あ
る
。
戸
田
氏
は
、
解
状
な
ど
も
合
め
て
庄
園
文
書

の
様
式
・
文
体
・
用
語
な
ど
の
全
国
的
な
規
楮
性
・
統
一
性
、
そ

の
担
い
手
・
手
段
・
条
件
な
ど
を
都
部
間
関
係
の
中
で
明
ら
か
に

す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
た
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
を
う
け
て
一
一
世

紀
中
葉
の
東
大
寺
領
美
濃
国
茜
部
庄
を
主
な
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て

　
＾
u
〕

論
ず
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

　
（
1
）
　
入
間
田
宣
夫
氏
「
平
安
時
代
の
村
落
と
民
衆
の
運
動
」
（
新
岩

　
　
波
講
座
『
日
本
歴
史
』
四
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
）
、
お
よ
ぴ

　
　
佐
藤
和
彦
氏
「
中
世
の
階
級
闘
争
と
国
家
権
カ
」
（
『
南
北
朝
内
乱
史

　
　
論
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
九
年
）
。

　
（
2
）
　
林
屋
辰
三
郎
氏
・
大
学
院
古
文
書
挙
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
「
下
意
上
達

　
　
文
書
の
変
遷
」
（
『
日
本
史
学
』
創
刊
号
、
一
九
六
八
年
四
月
）
。
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（
3
）
　
入
間
田
宜
夫
氏
、
前
掲
論
文
、
お
よ
ぴ
同
氏
「
鎌
倉
前
期
に
お

　
け
る
領
主
的
土
地
所
有
と
『
百
姓
』
支
配
の
特
質
」
（
『
歴
史
認
識
に

　
お
け
る
人
民
閲
争
の
視
点
』
青
木
書
店
、
一
九
七
二
年
）
。

（
4
）
　
島
田
次
郎
氏
「
日
本
中
世
共
同
体
試
論
」
（
『
史
潮
』
新
四
、
一

　
九
七
九
年
一
月
）
。

（
5
）
　
上
記
の
外
に
「
住
人
等
解
」
に
つ
い
て
主
題
と
し
た
論
文
に
次

　
の
も
の
が
あ
る
。
斎
藤
利
男
氏
「
『
住
人
・
百
姓
等
』
と
荘
園
制
の

　
形
成
」
（
『
高
野
山
史
研
究
』
二
、
一
九
七
八
年
）
、
拙
稿
「
中
世
成

　
立
期
伊
予
国
弓
削
島
庄
に
お
け
る
住
人
等
解
闘
争
」
（
『
史
海
』
二
五
、

　
一
九
七
八
年
五
月
）
。
そ
し
て
概
説
的
に
述
べ
た
も
の
と
し
て
、
稲

　
垣
泰
彦
氏
「
中
世
前
期
の
農
民
闘
争
」
（
『
［
口
本
中
世
社
会
史
論
』
東

　
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
一
年
）
が
あ
る
。

（
6
）
　
黒
田
目
出
男
氏
「
中
世
成
立
期
の
民
衆
意
識
と
荘
園
体
制
」

　
（
『
世
界
史
認
識
と
人
民
闘
争
史
研
究
の
課
題
』
青
木
書
店
、
一
九
七

　
一
年
）
。

（
7
）
　
入
間
田
宣
夫
氏
「
平
安
時
代
の
村
落
と
民
衆
の
運
動
」
、
前
掲

　
論
文
。

（
8
）
　
島
田
次
郎
氏
「
荘
園
文
書
・
村
落
」
（
『
目
本
古
文
書
学
講
座
』

　
五
、
雄
山
閣
、
一
九
八
一
年
）
。

（
9
）
　
稲
垣
泰
彦
氏
、
前
掲
書
、
二
五
〇
員
な
ど
。

（
1
0
）
　
戸
田
芳
実
氏
「
王
朝
都
市
と
荘
園
体
制
」
（
新
岩
波
講
座
『
目

　
本
歴
史
』
四
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
）
。

（
u
）
　
茜
部
庄
に
関
す
る
研
究
は
多
い
。
さ
し
あ
た
り
、
小
泉
宣
右
氏

　
東
大
寺
領
茜
部
荘
L
（
『
岐
阜
県
史
』
通
史
編
　
ヰ
世
、
第
六
章
第
二

節
、
一
九
六
九
年
）

を
参
照
。

　
　
　
第
一
章
　
庄
園
領
主
東
夫
寺
と
住
人
等
解

　
　
　
　
　
第
一
節
　
王
法
仏
法
相
依
思
想
に
つ
い
て

　
ま
ず
、
天
喜
元
（
一
〇
五
三
）
年
七
月
　
日
付
美
濃
国
茜
部
庄

司
・
住
人
等
解
案
を
掲
げ
る
（
『
岐
阜
県
史
』
史
料
編
　
古
代
・

中
世
三
　
茜
部
庄
一
一
号
文
書
、
以
下
「
茜
－
一
一
号
」
の
よ
う

に
略
記
す
る
）
。
尚
、
本
史
料
は
、
「
住
人
等
解
」
状
の
う
ち
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

内
容
が
明
ら
か
に
な
る
も
の
と
し
て
は
一
番
古
い
も
の
で
あ
る

（
以
下
、
本
史
料
を
「
茜
部
庄
住
人
等
解
」
と
略
称
す
る
）
。

　
　
⑧

（
端
書
）
（
前
カ
）

　
　
「
］
別
当
進
上
庄
解
案
文
」

　
菓
大
寺
美
濃
国
茜
部
御
庄
司
・
住
人
等
解
　
申
請
　
寺
家
政
所
裁
下
事

　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
　
請
被
特
蒙
鴻
慈
、
奏
聞
事
由
於
公
家
、
改
本
四
至
、
打
傍
示
、
令
停

　
　
止
検
田
・
収
納
・
四
度
使
入
勘
、
裁
免
国
郡
差
課
色
々
雑
役
、
偏
勤

　
　
①

　
　
仕
寺
家
恒
例
所
課
及
御
地
子
物
弁
状
、

　
　
　
　
　
東
眼
共
河
、
南
限
尾
張
河
、

　
　
　
四
至
　
西
限
平
田
御
庄
堺
、
北
限
三
宅
寺
、

　
右
、
謹
案
事
情
、
東
大
寺
御
所
領
諸
国
散
所
庄
園
収
公
荒
廃
尤
道
理
也
、

　
◎
　
何
者
傍
寺
　
別
当
多
分
令
坐
長
任
給
者
也
、
因
之
興
法
修
　
之
勤
、
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
「
〕

　
領
庄
園
之
愁
、
各
期
永
年
所
被
勤
行
也
、
其
中
於
件
大
伽
監
者
、
長
吏

郷7
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御
任
限
四
箇
年
案
、
価
代
代
別
当
令
補
任
給
之
後
、

墓
雛
有
庄
庄
之
愁
、

称
新
任
之
由
、
専
一
不
被
奏
公
底
、

亦
第
二
三
年
者
、
如
走
自
過
案
、

亦
於
任
終
者
、
不
幾
任
限
之
故
、

不
被
沙
汰
而
止
、
如
此
遷
替
之
間

寺
家
庄
庄
或
以
荒
廃
、
或
以
収
公
、

適
難
有
見
作
、
代
代
国
司
収
公
也

所
致
也
、
不
如
於
件
庄
庄
引
准
傍
例
、
須
限
四
至
、
打
傍
示
、
令
停
止

検
田
・
収
納
・
四
度
使
等
之
入
勘
、
被
裁
免
国
郡
差
課
之
雑
役
也
者
、

兼
亦
任
前
前
両
度
宣
旨
、
被
停
止
防
河
・
造
宮
・
御
馬
逓
送
・
官
使
上

下
向
供
給
駄
夫
等
之
役
者
、

方
今
王
法
・
仏
法
相
双
、

　
　
　
　
　
　
無

響
如
車
二
輪
・

島
二
翼
、
若
其
一
閾
者
、

敢
以
不
得
飛
輸
、
若
○
仏
法
者
、

何
有
王
法

乎
、
若
無
王
法
者
、
豊
有
仏
法
乎
、
価
興
法
之
故
王
法
最
盛
也
　
而
今

近
代
国
司
各
忘
憲
法
、
為
事
利
潤
、
而
間
収
公
寺
院
庄
因
、
徴
責
官

　
　
　
　
（
宛
〕

物
・
租
税
、
口
負
臨
時
雑
役
、
虚
用
仏
物
・
僧
物
、
因
鼓
、
寺
家
庄
園

弥
以
荒
廃
、
御
寺
大
愁
莫
過
於
斯
、
望
講
　
政
所
裁
定
、
遠
仰
本
願
聖

霊
之
遺
勅
、
近
慰
末
代
庄
園
之
愁
吟
棄
、
ω
録
事
状
、
以
解
、

　
　
　
　
　
天
喜
元
年
七
月
　
日
　
　
・
専
当
秦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
別
当
守
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惣
検
校
僧

右
の
茜
都
庄
住
人
等
解
は
、
文
書
の
形
式
上
は
「
庄
司
・
住
人

等
L
が
庄
園
領
主
東
大
寺
を
介
し
て
国
使
の
入
部
停
止
・
雑
役
賦

課
の
免
除
等
を
要
求
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
を

要
求
す
る
論
拠
が
い
く
つ
か
示
さ
れ
て
い
る
。
本
章
で
は
、
そ
の

う
ち
王
法
仏
法
相
依
思
想
に
つ
い
て
（
第
一
節
）
、
寺
院
別
当
の

在
職
期
間
に
つ
い
て
（
第
二
節
）
検
討
す
る
。

　
は
じ
め
に
、
傍
線
⑨
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
王
法
仏
法
相
依
恩
想

　
　
　
　
　
　
＾
2
）

に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
王
法
の
具
体
的
行
為
と
し
て
国

司
に
よ
る
一
方
的
な
収
公
・
雑
役
賦
課
に
反
対
し
て
、
寺
領
を
防

衛
す
る
仏
法
擁
謹
の
思
想
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
王
法
の
発
展
の

た
め
に
は
仏
法
の
繁
栄
も
欠
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
両
者
の

相
即
不
離
の
関
係
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
相
依

恩
想
は
、
王
法
・
仏
法
そ
れ
ぞ
れ
が
並
例
的
に
表
現
し
た
も
の
と

は
区
別
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
点
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
平
安
時
代
に
お
け

る
王
法
仏
法
相
依
恩
想
が
表
現
さ
れ
て
い
る
事
例
の
管
見
に
は
い

っ
た
も
の
を
次
に
あ
げ
て
お
く
。

　
㈲
　
保
安
四
（
一
＝
一
三
）
年
七
月
朔
日
付
白
河
法
皇
御
告
文

　
　
案
（
『
平
安
遺
文
』
一
九
九
三
号
文
書
、
以
下
「
平
－
一
九

　
　
九
九
三
号
」
の
よ
う
に
略
記
す
る
）
。

　
㈹
　
保
延
二
（
一
二
二
六
）
年
六
月
　
日
付
金
剛
峯
寺
奏
状
案
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（
平
－
補
二
ニ
ハ
号
）
。

　
㈹
　
応
保
二
（
一
一
六
二
）
年
一
一
月
　
日
付
東
寺
門
徒
申
状

　
　
案
所
引
同
年
一
〇
月
一
九
日
付
金
剛
峯
寺
解
状
（
平
－
三
二

　
　
三
五
・
六
号
）
。

　
㈲
　
治
承
二
（
一
一
七
八
）
年
六
月
　
日
付
紀
伊
国
大
伝
法
院

　
　
衆
徒
解
案
（
平
－
三
八
三
七
号
）
。

　
㈱
治
承
四
（
二
八
O
）
年
二
一
月
日
付
高
倉
上
皇
庁
下

　
　
文
所
引
同
年
一
〇
月
　
日
付
高
野
山
（
金
剛
蓬
寺
）
解
状

　
　
（
平
－
三
九
四
六
号
）
。

　
㈱
　
寿
永
二
（
一
一
八
三
）
年
五
月
一
九
日
付
藤
原
兼
実
願
文

　
　
（
平
－
四
〇
八
九
号
）
。

　
㈹
　
元
暦
二
（
一
一
八
五
）
年
正
月
一
九
日
付
僧
文
覚
起
請
文

　
　
（
平
－
四
八
九
二
号
）
。

　
右
の
事
例
か
ら
、
第
一
に
、
王
法
仏
法
相
依
思
想
の
成
熟
時
期

を
検
討
す
る
。
天
喜
元
（
一
〇
五
三
）
年
の
茜
部
庄
住
人
等
解
を

除
外
し
て
、
王
法
仏
法
相
依
恩
想
が
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、

ω
保
安
四
（
一
二
二
二
）
年
の
白
河
法
皇
御
告
文
案
を
は
じ
め
と

し
て
、
二
一
世
紀
、
特
に
こ
の
後
半
期
に
集
中
的
に
あ
ら
わ
れ
て

く
る
。
し
た
が
っ
て
、
王
法
仏
法
相
依
思
想
は
、
二
一
世
紀
以
降
に

成
熟
し
た
表
現
で
あ
り
、
天
喜
元
（
一
〇
五
三
）
年
の
茜
部
庄
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

人
等
解
は
「
比
較
的
早
い
時
期
」
の
事
例
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で

茜
部
庄
住
人
等
解
は
、
突
出
し
た
位
置
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
同
じ
く
右
の
事
例
か
ら
、
王
法
仏
法
相
依
恩
想
の
表

現
主
体
を
明
ら
か
に
す
る
。
み
る
よ
う
に
、
ω
は
白
河
法
皇
、
ω

～
㈱
は
高
野
山
金
剛
塞
寺
の
衆
徒
等
、
㈹
は
九
条
兼
実
、
㈲
は
文

覚
で
あ
り
、
茜
部
庄
住
人
等
解
の
よ
う
に
文
書
形
式
上
住
人
等
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

い
う
主
格
は
外
に
み
あ
た
ら
な
い
。
こ
の
点
に
お
い
て
も
茜
部
庄

住
人
等
解
は
異
例
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
茜
都
庄
住
人
等
解
に
記
さ
れ
た
王
法
仏
相
依
思
一

想
を
他
の
用
例
と
比
較
し
た
結
果
、
次
の
よ
う
に
論
ず
る
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
茜
部
庄
住
人
等
解
は
、
文
書
形

式
上
「
庄
司
・
住
人
等
」
が
主
楮
と
な
っ
て
茜
部
庄
か
ら
南
都
東

大
寺
へ
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
前
提
に
王
法
仏
法
相
依

恩
想
が
中
央
か
ら
茜
部
庄
へ
流
布
し
た
と
い
う
ル
ー
ト
を
想
定
す

ぺ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
王
法
仏
法
恩
想
は
、
先
に
検

討
し
た
よ
う
に
そ
の
成
熟
時
期
と
表
現
主
格
か
ら
み
て
、
在
地
に

発
生
し
、
そ
こ
で
広
範
に
流
布
し
た
結
果
、
中
央
に
伝
播
し
た
と

は
考
え
が
た
い
。
恐
ら
く
は
一
一
世
紀
中
葉
の
中
央
に
お
け
る
末

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
三

法
恩
想
の
蔓
延
の
中
で
醸
成
さ
れ
、
一
二
世
紀
に
成
熟
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
そ
の
過
程
で
在
地
に
流
布
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
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た
が
っ
て
茜
部
庄
住
人
等
解
は
、
文
書
形
式
上
〈
茜
部
庄
（
在

地
）
↓
庄
園
領
主
東
大
寺
（
中
央
）
〉
と
い
う
ル
ー
ト
を
と
っ
て

い
る
が
い
そ
の
前
提
に
、
王
法
仏
法
相
依
思
想
の
〈
庄
園
領
主

（
中
央
）
↓
茜
部
庄
（
在
地
）
〉
と
い
う
流
布
ル
ー
ト
が
想
定
さ
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
両
者
間
の
「
交
通
」
に
よ
っ
て
住
人
等
解
が
成

立
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
第
二
節
　
寺
院
別
当
の
在
職
期
間
に
つ
い
て

　
前
節
で
は
、
主
法
仏
法
相
依
思
想
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
た
。
本

節
で
は
、
茜
部
庄
住
人
等
解
の
傍
線
⑰
、
あ
る
い
は
傍
線
⑨
で
述

べ
ら
れ
て
い
る
寺
院
別
当
の
在
職
期
間
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
ま
ず
、
傍
線
⑮
で
は
次
の
よ
う
に
主
張
さ
れ
て
い
る
。
「
件
大

〔
簸
〕

伽
監
」
1
1
東
大
寺
の
別
当
の
在
職
任
期
は
四
年
間
に
限
ら
れ
て
い

る
か
ら
、
別
当
に
補
任
さ
れ
た
第
一
年
目
は
新
任
で
あ
る
と
称
し

て
「
庄
庄
之
愁
」
を
上
奏
し
よ
う
と
し
な
い
。
第
二
・
三
年
目
は

「
如
走
自
過
」
て
し
ま
う
。
四
年
目
の
「
任
終
」
に
抵
い
て
は

「
不
幾
任
限
之
故
」
沙
汰
止
み
に
．
な
る
。
だ
か
ら
こ
の
間
に
寺
領

庄
園
が
荒
廃
し
、
国
司
に
収
公
さ
れ
て
し
ま
う
、
と
。
東
大
寺
別

当
が
、
短
期
間
に
遷
替
し
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
る
寺
領
経
営
の
無

責
任
性
、
施
策
の
恒
常
性
の
カ
さ
を
嘆
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

表I　11世紀前半期東大寺別当在職期間

代数 別当名 補任年（西層年）月・日 退任年（西暦年）月・圓 退任理由 寺務期閥（年

56 済 信 寛弘2 （1005）1亭・26 同3（1006） 6．11 死　亡 1
57 澄 心 ”　4 （100ア） 4・7 長和3（1014） 2・25 ” 7
58 滴 寿 長和3 （1014） 2．26 同5（1016） 4・27 ” 2
59 深 覚 ”　5 （1016） 5・16 辞　退 5
・60 朝 晴 寛仁4 （1020）12・30 同5（1021） 4・1 死　亡 3ヵ月
61 観 真 治安3 （ユ023） 8．22 長元2（1029） 3・19

” 6
62 仁 海 長元2 （1029） 6．23 4
63 済 慶 ”6（1033） 2・20 5
64 深 観 長暦元（1037）ユ2’29 12

．65 尋 清 永承4（1049）12・28 同6（1051） 3．21 辞　退 1
66 有 慶 ”6（1051） 5．23 4
67 覚 深 天喜3（1055） 8・27 4

備考（1）

　　（2）

本表は「東犬寺別当次第」（『群笹類従』所収〕をもとにLて作成Lた

「寺務期間」は「東犬寺別当次第」中の記載をそのまま記Lた．
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こ
こ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
記
述
の
背
景
と
な
ウ
た
東
大
寺
別
当

の
在
職
期
間
を
み
て
お
き
た
い
（
表
1
、
参
照
）
。
茜
都
圧
住
人

等
解
が
差
し
出
さ
れ
た
天
喜
元
（
一
〇
五
三
）
年
は
、
第
六
六
代

別
当
有
慶
の
在
職
第
二
年
目
に
あ
た
っ
て
い
る
。
一
一
世
紀
初
頭

に
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
み
る
と
、
一
〇
年
以
上
の
在
職
者
は
・
一

二
年
間
在
職
し
た
第
六
四
代
別
当
の
深
観
の
み
で
あ
り
、
彼
を
最

長
と
し
て
、
以
下
第
五
七
代
の
澄
心
の
七
カ
年
で
あ
る
。
反
対
に

短
期
在
職
者
の
例
と
し
て
、
三
力
月
間
の
寺
務
期
間
で
死
亡
し
た

第
六
〇
代
の
朝
晴
、
一
年
間
で
死
亡
し
た
第
五
六
代
の
済
信
、
そ

し
て
近
く
は
有
慶
の
前
任
者
尋
清
が
一
年
間
で
辞
退
し
て
い
る
。

一
一
世
紀
初
頭
の
第
五
六
代
済
信
か
ら
第
六
五
代
の
尋
清
ま
で
、

平
均
す
る
と
東
大
寺
別
当
の
在
職
期
間
は
約
四
年
間
で
あ
る
。
こ

の
意
味
で
茜
部
庄
住
人
等
解
に
み
え
る
傍
線
⑤
の
記
述
は
正
確
性

を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

　
次
に
、
右
の
点
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
傍
線
◎
を
検
討
す
る
。

こ
こ
で
は
・
東
大
寺
別
当
が
短
期
間
で
遷
替
し
て
し
ま
う
こ
と
に

よ
る
寺
領
の
荒
廃
に
対
し
て
、
「
傍
寺
院
別
当
」
の
在
職
期
間
が

長
い
が
故
に
「
興
法
修
理
之
勤
」
と
「
所
領
庄
園
之
愁
」
と
が
円

滑
に
処
理
さ
れ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
て
、
こ
こ
に
記
さ
れ

て
い
る
「
傍
寺
院
」
と
は
、
先
に
と
り
あ
げ
た
傍
線
⑤
の
「
件
大

　
〔
警

伽
監
L
が
東
大
寺
を
指
す
こ
と
に
疑
い
は
な
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

茜
部
圧
近
隣
の
寺
院
で
は
な
く
、
茜
部
庄
の
本
所
に
あ
た
る
南
都

東
大
寺
か
ら
み
た
「
傍
寺
院
」
を
指
す
こ
と
に
間
違
い
は
あ
る
ま

い
。
と
す
れ
ぱ
、
「
傍
寺
院
」
は
、
興
福
寺
を
中
心
と
し
た
南
都

諸
寺
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
と
り
あ
え
ず
興
福

寺
別
当
の
在
職
期
間
を
み
て
み
た
い
（
表
■
、
参
照
）
。

　
茜
部
庄
住
人
等
解
が
差
し
出
さ
れ
た
天
喜
元
（
一
〇
五
三
）
年

は
、
興
福
寺
別
当
真
範
の
在
職
九
年
目
に
あ
た
っ
て
い
る
。
長
期

在
職
者
は
、
永
観
元
（
九
八
三
）
年
に
補
任
さ
れ
た
真
喜
の
一
七

年
、
彼
に
次
い
で
補
さ
れ
た
定
澄
の
一
六
年
間
で
あ
る
。
逆
に
短

別当名 補任年（西暦年）
寺務期間
（年）

真 喜 永観元 （983） 17

定 澄 長保2 （1000） 16

林 懐 畏和5 （1016） 8
快 公 万寿元 （1024） 11

経 救 長元8 （1035） 9
真 範 寛徳元 （1044） 11

円 縁 天喜3 （1055） 6

732

表皿　11世紀前半期興福寺別当在職

　　　期間

備考（1）

（2）

本表は「興福寺別当次繁」（『群暫類

従』所収）をもとにLて作成Lた．

「寺務期閲」は「興福寺別当次第」
中の　「言台○○牟F」　とある言己晒黄をその

まま配した．
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い
例
は
、
長
和
五
（
一
σ
：
八
）
年
に
補
任
さ
れ
た
林
懐
で
、
そ

れ
で
も
八
年
間
で
あ
る
。
東
大
寺
別
当
と
比
較
し
た
場
合
、
平
均

で
三
倍
に
あ
た
る
二
一
年
間
余
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

傍
線
◎
の
「
多
分
令
坐
長
任
給
者
也
」
と
い
う
記
述
も
正
当
性
を

　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

も
つ
も
の
で
あ
る
o

　
し
た
が
っ
て
、
茜
部
庄
住
人
等
解
の
傍
線
⑤
お
よ
び
傍
線
◎
の

東
大
寺
と
「
傍
寺
院
」
“
興
福
寺
別
当
の
在
職
期
間
に
関
す
る
記

述
は
、
両
者
と
も
に
正
し
く
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
反
映
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
認
識
は
、
南
都
か
ら
の
正
確
な
情
報
伝
播
を
前

提
に
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
本
章
で
は
、
茜
部
庄
住
人
等
解
に
記
さ
れ
た
王
法
仏
法

相
依
思
想
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
点
と
（
第
一
節
）
、
東
大
寺

と
興
福
寺
の
別
当
の
在
職
期
間
と
い
う
情
報
の
点
か
ら
（
第
二

節
）
検
討
し
て
き
た
。
そ
こ
で
得
ら
れ
た
結
論
は
、
い
ず
れ
も
中

央
あ
る
い
は
南
都
か
ら
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
・
情
報
の
伝
播
・
流
布

を
前
提
と
し
て
茜
部
庄
住
人
等
解
に
こ
れ
ら
が
盛
り
込
ま
れ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
央
（
庄
園
領
主
）
か
ら
在
地

庄
園
へ
の
「
交
通
」
関
係
の
中
で
住
人
等
解
が
成
立
し
た
の
で
あ

る
。　

ち
な
み
に
、
茜
部
庄
住
人
等
解
の
起
草
者
を
あ
え
て
推
測
す
る

な
ら
ぱ
、
そ
の
末
昆
に
名
を
連
ね
る
傍
線
⑥
「
惣
検
校
僧
」
で
あ

ろ
う
か
。
茜
部
庄
住
人
等
解
が
差
し
出
さ
れ
た
天
喜
年
間
（
一
〇

五
三
～
八
年
）
頃
に
は
東
大
寺
僧
が
各
寺
領
庄
園
・
杣
に
下
向
し

　
　
　
　
＾
7
）

。
て
き
て
い
る
。
彼
は
そ
の
一
人
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
1
）
　
島
田
次
郎
氏
「
百
姓
愁
訴
闘
争
の
歴
史
的
性
楕
」
（
『
歴
史
研
究

　
と
階
級
的
契
機
』
、
一
九
八
○
年
）
、
二
一
八
～
九
頁
、
第
二
表
・
住

　
人
等
解
・
百
姓
等
申
状
、
参
照
。

（
2
）
　
王
法
仏
法
相
依
恩
想
に
関
す
る
研
究
は
多
い
。
本
稿
で
は
、
黒

　
田
俊
雄
氏
『
日
本
中
世
の
国
家
と
宗
教
』
刈
章
、
岩
波
曹
店
、
一
九

　
七
五
年
、
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

（
3
）
　
黒
田
俊
雄
氏
、
前
掲
書
、
四
六
二
員
。

（
4
）
　
永
延
二
（
九
八
八
）
年
一
一
月
八
日
付
尾
張
国
郡
司
百
姓
等
解

　
（
平
－
三
三
九
号
）
の
第
二
五
条
に
「
仏
法
王
法
」
と
あ
る
が
、
二

　
れ
は
相
依
思
想
の
表
現
で
は
な
く
、
単
な
る
並
列
的
周
法
で
あ
る
。

（
5
）
　
堀
池
春
峰
氏
「
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
南
都
仏
教
の
動
向
」
（
前

　
篇
）
（
『
南
都
仏
教
』
二
三
・
四
、
一
九
八
O
年
）
。

（
6
）
　
興
福
寺
の
他
に
法
隆
寺
別
当
の
場
合
、
長
徳
元
（
九
九
五
）
年

　
に
補
任
さ
れ
た
長
耀
か
ら
、
永
承
三
（
一
〇
四
八
）
年
に
補
さ
れ
天

　
喜
元
（
一
〇
五
三
）
年
に
在
職
六
年
目
に
あ
た
っ
て
い
る
琳
元
の
前

　
任
者
親
誉
ま
で
、
平
均
在
職
期
間
は
、
約
八
年
で
あ
る
（
「
法
隆
寺

　
別
当
次
第
」
、
『
続
群
書
類
従
』
巻
第
百
三
、
を
も
と
に
し
な
が
ら
換

　
算
）
。
東
大
侍
と
比
較
し
て
も
、
や
は
り
長
期
の
在
職
で
あ
る
。

（
ア
）
　
茜
部
庄
と
し
ば
し
ぱ
並
記
さ
れ
、
同
じ
美
濃
国
内
に
所
在
す
る
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東
大
寺
領
大
井
庄
に
関
し
て
、
嘉
保
三
（
一
〇
九
六
）
年
五
月
二
一

日
付
官
宣
旨
案
に
は
「
永
承
・
天
喜
之
間
」
の
こ
と
と
し
て
「
本
寺

使
字
六
条
威
儀
師
」
が
庄
官
ら
と
「
同
心
合
カ
」
し
て
公
領
を
打
ち

寵
め
た
と
い
う
（
茜
－
九
三
号
）
。
加
え
て
、
同
じ
大
井
庄
と
東
大

寺
領
山
城
国
玉
井
庄
に
関
し
て
、
大
石
直
正
氏
が
指
摘
し
た
住
人
等

解
・
田
堵
等
解
に
名
を
連
ね
る
僧
頼
久
が
注
冒
さ
れ
る
。
彼
は
、
こ

の
よ
う
な
「
荘
園
経
営
の
専
門
家
」
の
他
に
「
封
戸
物
の
講
負
人
」
・

「
商
品
流
通
に
関
係
の
深
い
」
東
犬
寺
僧
で
あ
っ
た
（
「
平
安
時
代
後

期
の
徴
税
機
構
と
荘
園
制
」
、
『
東
北
学
院
論
集
』
歴
史
学
．
地
理
学
、

創
刊
号
、
一
九
七
〇
年
）
。
尚
、
先
の
六
条
威
儀
師
と
僧
頼
久
と
は

同
一
人
物
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
東
大
寺
領
伊
賀
国
黒
田
杣
に
お
い
て
，
第
一
次
天
喜
事
件
の
際
、

「
東
大
寺
従
儀
師
不
知
名
」
が
「
随
身
数
十
人
」
を
引
率
し
て
出
作

地
に
赴
き
寺
領
化
を
図
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
実
否
を
確
認
す

る
た
め
に
「
黒
田
村
庄
屋
」
に
出
向
い
た
在
庁
官
人
ら
と
応
対
し
た

う
ち
の
一
人
は
「
本
寺
知
事
僧
公
釈
」
て
あ
っ
た
。
加
え
て
、
彼
ら

を
襲
撃
し
た
の
は
「
寺
家
下
部
不
知
姓
名
男
」
で
あ
っ
た
（
平
－
七

〇
四
号
）
。
尚
、
こ
の
第
一
次
天
喜
事
件
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
寛

徳
庄
園
整
理
令
と
天
喜
事
件
」
（
『
日
本
史
研
究
』
ニ
ニ
七
、
一
九
八

一
年
七
月
）
参
照
。

　
東
大
寺
領
摂
津
国
猪
名
庄
の
場
合
、
僧
善
久
は
地
子
物
未
進
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
月
カ
）

し
て
東
犬
寺
へ
解
状
を
差
し
出
し
た
中
で
「
困
舎
罷
下
已
及
数
口
」

と
記
し
て
い
る
（
平
－
七
三
四
号
）
。
東
大
寺
僧
が
地
子
物
徴
収
の

た
め
に
猪
名
庄
へ
下
向
し
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
茜
部
圧
住
人
等
解
が
差
し
出
さ
れ
た
同
時
期
に
、

同
じ
東
大
寺
領
の
各
庄
・
杣
へ
寺
僧
、
特
に
威
儀
師
・
従
儀
師
ク
ラ

ス
が
寺
領
経
営
の
た
め
に
下
向
し
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
住
人
等
解

に
名
を
連
ね
て
い
る
場
合
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
と
同
様
に
、
茜
部
庄

へ
寺
領
経
営
の
た
め
東
大
寺
の
「
惣
検
校
僧
」
が
下
向
し
、
住
人
等

解
を
起
草
し
た
と
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
一
一
章
　
東
夫
寺
の
堂
舎
修
理
と
雑
役
・
収
公
の
免
除

　
　
　
　
　
第
一
節
　
茜
部
庄
住
人
等
解
の
行
方

　
本
章
は
、
茜
部
庄
佳
人
等
解
が
作
成
さ
れ
た
背
景
を
圧
園
領
主

東
大
寺
側
か
ら
考
察
す
る
が
、
こ
の
前
提
と
し
て
本
節
で
は
こ
の

住
人
等
解
が
ど
の
よ
う
な
行
方
を
た
ど
っ
た
の
か
、
に
つ
い
て
明

ら
か
に
す
る
。

　
さ
て
、
茜
部
庄
住
人
等
解
が
差
し
出
さ
れ
た
六
カ
月
後
、
東
大

寺
は
、
天
喜
二
（
一
〇
五
四
）
年
正
月
二
八
日
付
で
茜
部
・
大
井

両
庄
の
収
公
と
造
内
裏
役
の
免
除
を
要
求
す
る
奏
状
を
提
出
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
同
じ
天
喜
二
年
二
月
二
三
日
と
い
う
日
付
を
も

つ
二
通
の
官
宣
旨
案
に
引
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
官
宣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
領
脱
力
）

旨
の
う
ち
一
通
は
、
「
応
令
早
任
先
例
免
除
東
大
寺
大
井
・
茜
部

両
庄
収
公
事
」
と
い
う
事
書
を
も
ち
（
以
下
、
こ
れ
を
④
宣
旨
と

略
記
す
る
（
茜
－
＝
一
号
）
）
、
も
う
一
通
は
、
「
応
早
任
前
例
免
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（
領
脱
力
〕

除
東
大
寺
大
井
・
茜
部
両
庄
宛
課
造
内
裏
加
徴
納
事
L
と
あ
る

（
以
下
、
こ
れ
を
⑮
宣
旨
と
略
記
す
る
（
茜
－
一
四
号
）
）
。
こ
れ

ら
二
通
の
官
宣
旨
（
案
）
に
引
用
さ
れ
た
東
大
寺
奏
状
は
、
と
も

に
同
日
付
で
あ
り
、
内
容
も
茜
部
・
大
井
両
庄
に
つ
い
て
の
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
収
公
免
除
要
求
か
造
内
裏
役
免
除
要
求
か
の

違
い
は
あ
っ
て
も
、
基
本
的
に
は
同
趣
旨
の
も
の
で
あ
る
と
考
え

て
よ
か
ろ
う
。
も
と
も
と
一
通
で
あ
っ
た
東
大
寺
奏
状
が
、
官
宣

旨
発
給
の
段
階
で
要
約
さ
れ
た
た
め
字
句
が
異
な
っ
た
の
か
、
そ

れ
と
も
東
大
寺
が
同
日
付
で
二
通
の
奏
状
を
提
出
し
た
の
か
、
不

明
あ
る
が
、
両
者
連
関
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い

　
こ
の
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
④
宣
旨
の
本
文
の
首
部
と
本
文

の
末
尾
を
掲
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
マ
、
）

　
右
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
被
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
脱
カ
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
旨

得
彼
妻
四
月
甘
八
日
奏
状
偶
・
罫
「

旧
官
使
、
永
　
停
止
収
公
田
、

脱
カ
）

処
、
纏
所
免
除
三
分
之
一
也
、

兼
又
寺
家
所
司
為
講
僧
大
衆
等
、
多
致
班
辱
者
也
、
抑
有
慶
執
行
寺
家

之
後
、
庄
司
度
々
訴
申
此
旨
、
且
以
寺
家
使
、
難
令
触
国
宰
、
敢
不
承

諾
者
、
何
廻
計
賂
乎
、
望
請
官
裁
、
早
賜
官
使
於
国
司
、
任
勅
施
入
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
荒
〕
　
　
　
　
　
　
　
収

起
請
旨
、
打
定
四
至
膀
示
、
不
論
芒
熟
、
永
被
停
止
○
公
・
勘
徴
之
煩
、

．
弥
致
誓
護
国
家
之
勤
者
、
右
大
臣
宣
、
奉
勅
、
宜
仰
彼
国
、
早
任
先
例
、

　
令
免
除
者
、
国
宜
承
知
、
依
宣
行
之
、

　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

こ
れ
に
よ
れ
ぱ
、
正
月
二
八
日
付
東
大
寺
奏
状
は
、
傍
線
①
に

「
得
両
庄
解
状
偉
、
・
－
・
－
者
、
如
庄
解
状
」
と
あ
る
よ
う
に
、
茜

部
・
大
井
両
庄
解
状
を
引
用
し
て
収
公
免
除
の
要
求
を
出
し
て
い

る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
大
井
庄
解
状
に
あ
た
る
も
の
は
み
あ

た
ら
な
い
が
、
茜
部
庄
解
状
は
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
天
喜

元
（
一
〇
五
三
）
年
七
月
の
茜
部
庄
住
人
等
解
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
理
由
の
第
一
は
、
収
公
を
要
求
し
た
諭
拠
が
表
現
ま
で
合

め
て
類
似
・
共
通
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
一
、
先
例
と
し
た

宣
旨
に
つ
い
て
、
．
茜
部
庄
住
人
等
解
は
傍
線
◎
に
次
の
よ
う
に
記

し
て
い
る
。

　
兼
亦
任
前
前
両
度
宣
旨
、
被
停
止
防
河
・
造
宮
・
御
静
澄
遼
・
宵
衡
上

　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
下
向
供
給
駄
夫
等
之
役
者
、

一
方
、
東
大
寺
奏
状
が
引
用
す
る
「
両
庄
解
状
」
に
は
、

　
（
マ
・
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
租
〕
　
　
　
　
、
、
、
、

　
如
申
宣
旨
、
於
国
内
、
不
諭
椛
門
庄
園
・
不
輸
祖
固
、
宛
負
御
馬
逓
送
・

　
、

　
〔
官
〕
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、

　
宣
使
供
給
・
借
馬
・
夫
役
等
了
、

と
あ
る
。
例
二
、
例
一
に
も
掲
げ
た
が
、
茜
部
庄
住
人
等
解
が
収

公
の
免
除
要
求
の
先
例
し
た
宣
旨
を
「
前
前
両
度
宣
旨
」
と
記
し

て
い
る
。
「
両
度
」
つ
ま
り
二
度
宣
旨
が
下
さ
れ
て
い
る
と
い
う
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の
で
あ
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
東
大
寺
葵
状
が
引
用
す
る
「
両

庄
解
状
」
に
は
、

　
近
則
後
朱
雀
院
御
宇
之
時
、
国
司
大
江
定
経
朝
臣
任
、
収
公
庄
閏
之
圓
、

　
　
　
　
　
　
　
（
観
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
、
　
、
　
　
　
（
宰
）

　
前
別
当
大
僧
都
深
図
具
注
子
紬
、
経
奏
聞
了
、
重
賜
官
符
於
国
図
、
早

　
　
　
　
（
庄
脱
カ
）

　
令
停
止
収
公
困
・
臨
時
雑
役
先
畢
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

と
あ
る
。
こ
こ
で
も
「
璽
」
ね
て
、
つ
ま
り
二
度
官
符
1
1
宣
旨
が

下
さ
れ
た
こ
と
を
先
例
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
前
者
の

「
前
前
両
度
宣
旨
」
と
後
者
の
「
重
賜
官
符
」
と
は
そ
れ
ぞ
れ
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

じ
宣
旨
（
1
1
官
符
）
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
理

由
の
第
二
と
し
て
、
茜
部
庄
住
人
等
解
の
上
奏
要
求
に
し
た
が
っ

て
、
実
際
に
東
大
寺
が
上
奏
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
茜
部
庄
住

人
等
解
の
傍
線
①
に
「
奏
聞
事
由
於
公
家
」
と
い
う
上
秦
要
求
を

う
け
て
東
大
寺
奏
状
が
提
出
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
前
力
）

れ
に
関
係
し
て
茜
部
庄
住
人
等
解
の
端
書
・
傍
纏
⑧
に
「
H
］
別

当
進
上
庄
解
案
文
」
と
あ
る
こ
と
に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。
こ
れ
は
一
つ
に
は
、
茜
都
庄
住
人
等
解
の
正
文
が
証
拠
文

書
と
し
て
東
大
寺
奏
状
と
と
も
に
提
出
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
二
つ
目
に
は
、
一
つ
目
と
関
係
し
て
、
こ
れ
ま
で

検
討
を
加
え
て
き
た
茜
部
庄
住
人
等
解
は
、
東
大
寺
が
上
奏
し
正

文
を
提
出
す
る
際
に
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
三
つ
目
に
は
、
『
岐
阜
県
史
』
の
解
読
・
推
定
の
よ
う
に

、「
圃
別
当
」
と
復
元
さ
れ
る
の
が
正
し
い
と
す
れ
ぱ
、
東
大
寺
別

当
有
慶
の
次
代
の
別
当
覚
深
（
源
）
の
時
に
こ
の
茜
部
庄
住
人
等

解
案
が
整
理
さ
れ
端
書
が
付
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
以
上
、

二
つ
目
・
三
つ
目
は
や
や
蛇
足
的
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
よ
っ

て
、
茜
都
庄
住
人
等
解
が
東
大
寺
秦
状
が
引
用
す
る
「
両
庄
解

状
」
の
一
部
を
構
成
し
て
い
た
こ
と
の
一
根
拠
に
な
る
と
思
う
。

加
え
て
、
理
由
の
第
三
と
し
て
、
茜
都
庄
住
人
、
等
解
が
天
喜
元

（
一
〇
五
三
）
年
七
月
に
出
さ
れ
東
大
寺
奏
状
が
翌
年
正
月
に
上

奏
さ
れ
た
と
い
う
時
間
的
経
過
も
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
以
上
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
検
討
を
加
え
て
き
た
天
喜
元
年
七

月
の
茜
部
庄
住
人
等
解
が
、
大
井
庄
解
（
こ
れ
は
現
存
し
て
い
な

い
が
）
と
共
に
東
大
寺
に
よ
っ
て
「
両
庄
解
状
」
と
し
て
一
播
さ

れ
、
天
喜
二
年
正
月
に
提
出
さ
れ
た
東
大
寺
奏
状
の
一
都
を
構
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
。
し
た
が
っ
て
、
④

宣
旨
、
お
よ
ぴ
⑮
宣
旨
に
収
め
ら
れ
た
天
喜
二
年
正
月
二
八
日
付

の
東
大
寺
奏
状
の
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
茜
都
庄
住

人
等
解
が
作
成
さ
れ
た
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。
こ
の
こ
と
を
換
言
す
れ
ぱ
、
「
住
人
等
解
」
の
成
立
契
機

を
庄
園
領
主
東
大
寺
側
の
要
求
か
ら
捉
え
る
と
い
う
本
稿
の
主
魑
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を
明
ら
加
に
す
る
こ
と
で
も
あ
る
皿

　
　
　
　
　
第
二
節
　
東
大
寺
法
花
会
と
堂
舎
修
理

　
　
　
　
　
　
第
一
項
法
花
会
析
の
供
給
に
つ
い
て

　
こ
こ
で
は
、
茜
部
庄
住
人
等
解
が
作
成
さ
れ
た
背
景
を
東
大
寺

の
法
花
会
の
営
修
と
そ
の
供
給
新
の
充
当
と
い
う
点
か
ら
と
り
あ

げ
る
。

　
さ
て
、
④
宣
旨
に
収
め
ら
れ
た
東
大
寺
奏
状
が
引
用
す
る
「
両

庄
解
状
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
以
件
等
庄
地
利
、
宛
用
寺
家
法
花
大
会
聴
衆
法
用
供
養
新
等
、
己
経
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
隆
〕

　
百
年
也
、
抑
件
大
会
者
、
本
願
聖
皇
為
興
澄
仏
法
・
鎮
護
国
家
、
新
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
定
置
カ
〕

　
勅
宣
、
始
自
天
平
十
八
年
、
為
御
寺
大
会
、
所
被
宣
是
也
、
価
徴
納
地

　
利
、
毎
運
送
支
配
会
新
、
又
年
序
多
積
、

右
に
よ
れ
ぱ
、
茜
部
・
大
井
両
庄
は
、
東
大
寺
の
法
花
会
析
を
供

給
す
る
た
め
に
設
定
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

信
掻
性
に
問
題
は
あ
る
が
弘
仁
九
（
八
一
八
）
年
三
月
二
七
日
付

酒
人
内
親
王
施
入
状
（
茜
－
一
号
）
に
も
述
べ
ら
れ
、
ま
た
、
天

徳
四
（
九
六
〇
）
年
一
．
二
月
二
七
日
付
太
政
官
牒
に
も
「
抑
件
茜

　
　
　
　
　
　
（
〒
・
）

部
庄
者
、
元
是
笠
原
親
王
肝
領
也
、
而
為
酬
功
徳
所
施
入
也
、
則

　
　
　
　
　
　
　
〔
法
花
会
〕

以
其
所
出
物
、
充
件
会
僧
布
施
、
従
当
初
至
子
今
、
更
無
他
過
」

と
あ
る
（
茜
－
四
号
）
σ
こ
の
法
花
会
析
を
供
給
す
る
た
め
、
と

い
う
の
が
収
公
免
除
を
要
求
す
る
際
の
一
つ
の
論
拠
と
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
先
の
「
両
庄
解
状
」
を
引
用
し
た
後
、

東
大
寺
は
奏
状
の
中
で
繰
り
返
し
、

　
因
之
恒
例
法
花
大
会
析
物
駈
以
不
足
、
兼
又
寺
家
所
司
為
請
僧
大
衆
等
、

　
多
致
趾
辱
者
也
、

と
強
調
し
、
収
公
の
免
除
を
要
求
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
様
の

主
張
は
こ
れ
ま
で
と
り
あ
げ
て
き
た
④
宣
旨
と
同
日
付
で
下
さ
れ

た
⑮
宣
旨
所
引
の
天
喜
二
（
一
〇
五
四
）
年
正
月
二
八
目
付
東
大

寺
奏
状
の
中
に
も
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
）

．
就
中
件
二
庄
者
、
寺
家
恒
例
御
願
法
花
会
講
師
・
聴
衆
四
十
人
・
竪
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
・
）

　
者
五
人
等
布
施
供
養
新
哉
、

茜
部
・
大
井
両
庄
に
賦
課
さ
れ
た
造
内
裏
役
の
免
除
を
要
求
す
る

に
際
し
て
、
こ
こ
で
も
東
大
寺
法
花
会
析
の
供
給
が
そ
の
論
拠
と

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
茜
部
庄
住
人
等
解
に
よ
っ
て
収
公
・
雑
役
免

除
の
要
求
が
出
さ
れ
た
背
景
に
は
、
東
大
寺
法
花
会
の
営
修
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
一
つ
の
論
拠
と
し
て
、
収

公
・
雑
役
免
除
の
要
求
が
主
張
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
茜
都
庄
住
人

等
解
に
は
直
接
的
に
は
記
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
傍
線
⑤
の
「
寺
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家
恒
例
所
課
L
が
そ
れ
に
あ
た
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ

し
、
東
大
寺
法
花
会
は
「
恒
例
」
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
の
み
の
論

拠
で
茜
部
圧
の
雑
役
一
収
公
が
免
除
さ
れ
た
と
は
考
え
が
た
い
。

こ
の
天
喜
年
間
頃
に
個
有
の
事
情
が
存
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
次

に
こ
の
問
題
を
東
大
寺
の
堂
舎
修
理
と
い
う
点
か
ら
考
察
す
る
。

　
　
　
　
　
　
第
二
項
東
大
寺
の
堂
舎
修
理
に
つ
い
て

　
⑮
宣
旨
所
引
正
月
二
八
日
付
東
大
寺
奏
状
に
は
次
の
よ
う
に
記

さ
れ
て
い
る
。

　
而
当
時
国
宰
背
本
願
聖
述
、
違
先
帝
勅
宣
、
窓
収
公
件
庄
、
宛
課
官

　
物
・
雑
役
、
卉
四
箇
年
之
間
、
遁
避
彼
国
御
封
、
不
弁
済
於
寺
家
棄
、

　
因
之
恒
例
寺
務
・
常
燈
仏
供
・
修
理
造
作
之
事
殆
可
闘
怠
、

右
の
「
修
理
造
作
之
事
」
と
い
う
の
は
、
東
大
寺
堂
舎
の
そ
れ
を

さ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
に
東
大
寺
は
、
天
喜
四
（
一

〇
五
六
）
年
か
ら
康
平
元
（
一
〇
五
八
）
年
に
わ
た
っ
て
大
規
模

な
堂
舎
修
理
を
施
行
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
規
模
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

　
天
喜
四
年
の
場
合
－
修
理
箇
所
一
八
件
、
所
用
米
一
四
〇
〇
石
余
、

　
　
木
工
等
動
員
数
の
べ
二
一
〇
〇
人
。

　
天
喜
五
年
の
場
合
－
修
理
箇
所
二
五
件
、
所
用
米
一
五
五
〇
余
石
、

　
　
動
負
数
二
四
〇
〇
人
余
。

　
康
平
元
年
（
一
〇
月
一
〇
日
以
前
だ
け
で
も
）
の
場
合

　
　
－
修
理
箇
所
ニ
ハ
件
、
所
用
米
四
二
五
〇
余
石
、
動
員
数
五
五
〇

　
　
〇
余
人
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

こ
の
よ
う
な
三
力
年
間
に
わ
た
る
東
大
寺
の
堂
舎
大
修
理
は
、
都

合
、
修
理
箇
所
五
九
件
、
所
用
米
七
二
〇
〇
石
余
、
木
工
等
動
員

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

数
一
万
人
余
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
堂
舎
修
理
の
諸

費
用
を
調
達
す
る
た
め
に
、
東
大
寺
は
数
年
前
か
ら
準
備
し
た
こ

　
　
　
　
（
二

と
で
あ
ろ
う
。
寺
領
の
各
庄
園
・
杣
に
つ
い
て
東
大
寺
は
、
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
）

を
論
拠
と
し
て
雑
役
・
収
公
の
免
除
要
求
を
出
し
て
い
る
。
茜
部

庄
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
要
求
は
、
天
喜
～
康
平
年
間
に
お
け
る
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
）

大
寺
の
堂
舎
修
理
を
背
景
と
し
て
主
張
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
茜
部
庄
住
人
等
解
に
お
い
て
先
に
検
討
し
た
よ
う
に

（
第
一
章
第
二
節
）
、
傍
線
◎
で
「
傍
寺
院
別
当
」
の
在
職
期
間
が

　
　
　
　
　
、
　
　
、

長
く
「
興
法
修
理
之
勤
」
等
が
円
滑
に
処
理
さ
れ
る
の
に
対
し
、

東
大
寺
で
は
傍
線
⑮
「
長
吏
御
任
限
四
箇
年
」
で
あ
る
の
で
寺
領

が
収
公
さ
れ
荒
廃
状
態
に
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
た
。
東
大
寺
別
当

は
、
「
東
大
寺
の
伽
藍
の
修
理
・
造
顕
に
カ
を
す
べ
き
」
で
あ
り
、

「
東
大
寺
の
堂
舎
の
修
造
に
尽
カ
す
る
人
で
な
い
と
別
当
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
0
〕

適
任
者
で
な
い
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

茜
部
庄
住
人
等
解
の
記
載
は
、
東
大
寺
の
堂
舎
修
理
に
連
関
し
て
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述
べ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
｝
そ
し
て
、
天
喜
四

（
一
〇
五
六
）
年
頃
か
ら
大
規
模
な
堂
舎
修
理
が
開
始
さ
れ
る
と

い
う
時
期
か
ら
み
れ
ぱ
、
右
の
茜
部
庄
住
人
等
解
の
記
載
は
、
恒

常
的
な
堂
舎
修
理
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
は
な
く
、
来
る
べ
き

こ
の
堂
舎
大
修
理
に
向
け
て
主
張
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
明

ら
か
で
あ
る
。

　
本
項
で
は
茜
都
庄
住
人
等
解
が
、
数
年
後
に
控
え
た
東
大
寺
の

堂
舎
大
修
理
を
背
景
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
一
つ
の
論
拠
と
し
て
収
公
の

免
除
要
求
が
出
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
以
上
、
本
章
で
は
、
ま
ず
天
喜
元
年
七
月
の
茜
部
庄
住
人
等
解

が
、
翌
年
正
月
に
提
出
さ
れ
た
東
大
寺
奏
状
の
一
部
と
し
て
構
成

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（
第
一
節
）
。
そ
し
て
、
こ

の
東
大
寺
奏
状
を
主
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
が
出

さ
れ
た
背
景
に
は
東
大
寺
の
法
花
会
営
修
と
堂
舎
大
修
理
が
あ
っ

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
東
大
寺
は
こ
れ
ら
の
供
給
析
・

費
用
を
調
達
す
る
た
め
に
収
公
・
雑
役
の
免
除
要
求
を
出
し
た
の

で
あ
る
（
第
二
節
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
（
1
）
　
本
文
中
に
引
用
し
た
史
料
で
は
「
去
四
月
」
と
あ
り
、
傍
註
に

　
　
「
（
マ
・
）
」
と
付
さ
れ
て
い
る
が
、
⑮
宣
旨
所
引
東
大
寺
奏
状
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
「
去
正
月
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
正
月
」
の
誤
写
で
あ
ろ
う
。
尚
、

　
『
平
安
遺
文
』
で
は
同
史
料
の
傍
註
に
「
（
正
カ
）
」
と
付
さ
れ
て
い

　
る
（
平
－
七
一
一
号
）
。

（
2
）
　
古
文
書
学
上
の
概
念
で
い
え
ば
、
官
符
と
宣
旨
は
区
別
さ
れ
る

　
が
、
当
時
は
混
称
さ
れ
る
例
狐
し
ば
し
ぱ
み
ら
れ
る
こ
と
・
か
ら
、
こ

　
れ
ら
「
官
符
」
・
．
L
「
宣
旨
」
の
表
記
上
の
違
い
に
こ
だ
わ
る
必
要
は

　
な
い
。
尚
、
窟
田
正
弘
氏
「
中
世
公
家
政
治
文
書
の
再
検
討
」
（
『
歴

　
史
公
論
』
四
－
一
〇
、
一
九
七
八
年
一
〇
月
）
を
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
二
〕

（
3
）
　
こ
れ
ら
二
つ
の
う
ち
一
つ
は
⑮
宣
旨
か
ら
長
久
元
年
一
一
月
二

　
八
日
付
官
宜
旨
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
尚
、
こ
の
案
文
が

　
残
さ
れ
て
い
る
（
茜
－
七
号
）
。

（
4
）
　
島
田
次
郎
氏
は
、
「
両
庄
解
状
」
を
「
『
百
姓
』
愁
訴
」
史
料
と

　
捉
え
、
一
方
、
茜
都
庄
住
人
等
解
を
「
住
人
等
解
・
百
姓
等
申
状
」

　
と
し
、
両
者
を
質
的
に
区
別
し
て
い
る
（
「
百
姓
愁
訴
闘
争
の
歴
史

　
的
性
格
」
付
載
、
第
一
表
、
二
一
七
員
、
お
よ
ぴ
同
第
二
表
、
二
一

　
八
頁
、
前
掲
論
文
）
。
し
か
し
、
本
文
中
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に

　
「
両
庄
解
状
」
の
う
ち
一
つ
は
、
茜
部
庄
住
人
等
解
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

（
5
）
　
「
竪
義
」
は
、
「
王
法
仏
法
の
隆
目
目
を
祈
ら
ん
が
為
に
、
広
く
内

　
外
の
典
籍
に
亙
り
、
以
て
天
台
円
教
の
奥
義
を
発
揮
す
る
論
議
を
云

　
ふ
」
と
い
わ
れ
て
い
る
（
『
鋤
仏
教
語
大
辞
典
』
、
「
広
学
竪
義
」
の

　
項
。
尚
、
傍
点
は
引
用
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
）
。
こ
の
こ
と
か

　
ら
す
れ
ぱ
、
先
に
検
討
し
た
茜
部
庄
佳
人
等
解
の
王
法
仏
法
粕
依
恩

　
想
は
（
第
一
章
第
一
節
）
、
末
法
思
想
の
蔓
延
に
際
し
て
記
載
さ
れ

　
た
こ
と
に
加
え
て
、
東
大
寺
法
花
会
の
営
修
に
関
し
て
述
ぺ
ら
れ
た
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と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
6
）
　
浅
香
牛
木
氏
『
日
本
古
代
手
工
業
史
の
研
究
』
第
三
章
第
二
節
、

　
法
政
大
学
出
版
局
、
　
一
九
七
一
年
。

（
ア
）
　
浅
香
年
木
氏
に
よ
れ
ぱ
、
平
安
初
期
の
造
東
大
寺
所
が
修
理
財

　
源
と
し
て
旧
造
寺
司
か
ら
引
き
つ
い
た
封
戸
は
九
〇
〇
戸
で
あ
り
、

　
こ
こ
か
ら
見
込
ま
れ
る
年
間
収
入
は
准
米
二
〇
五
Q
石
余
で
あ
る
と

　
い
う
。
そ
し
て
、
「
か
り
に
収
取
が
完
全
に
行
な
わ
れ
た
と
す
れ
ぱ
」

　
と
い
う
前
提
の
も
と
で
、
「
天
喜
・
康
平
年
頃
の
年
間
修
遙
費
が
約

－
一
四
〇
〇
石
前
後
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
（
中
略
）
通
常
の
修

　
造
費
を
充
分
に
支
え
る
に
足
る
財
源
で
あ
っ
た
と
い
え
る
」
と
述
ぺ

　
て
い
る
（
前
掲
奮
、
二
二
七
員
）
。
つ
ま
り
、
天
喜
四
（
一
〇
五
六
）

　
年
か
ら
康
平
元
（
一
〇
五
八
）
年
に
わ
た
る
堂
舎
の
修
理
費
用
は
、

　
数
年
前
か
ら
の
準
備
・
蓄
積
な
し
に
、
当
年
分
の
封
戸
収
入
の
み
に

　
よ
っ
て
充
分
捻
出
で
き
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
三
ヵ
年

　
分
の
所
用
米
の
合
計
は
、
浅
香
氏
の
算
出
に
し
た
が
え
ば
七
二
〇
〇

　
石
余
で
あ
り
、
一
ヵ
年
分
の
封
戸
収
入
は
、
こ
れ
も
浅
香
氏
の
見
解

　
に
し
た
が
え
ば
二
〇
五
〇
石
余
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ぱ
当

　
年
分
の
封
戸
収
入
の
み
に
よ
っ
て
は
充
填
で
き
な
い
計
算
と
な
る

　
（
s
8
＋
N
8
o
廿
ω
、
伽
）
。
こ
の
場
合
、
一
つ
に
は
、
所
用
米
四
二
五

　
〇
石
を
費
や
し
た
康
平
元
年
に
つ
い
て
は
、
一
〇
月
一
〇
日
以
前
の

　
数
値
で
あ
り
、
こ
れ
以
後
の
修
造
費
用
は
含
ま
れ
て
い
な
い
と
い
う

　
こ
と
に
注
意
す
ぺ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
二
つ
目
に
は
、
浅
香
氏
は
、

　
「
か
り
に
収
取
が
完
全
に
行
な
わ
れ
て
い
た
と
す
れ
ぱ
」
と
い
う
前

　
提
の
も
と
で
算
出
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
封
戸
制

　
の
衰
退
状
況
か
ら
す
れ
ぱ
、
と
う
て
い
年
間
収
入
二
〇
五
〇
石
余
は

　
見
込
ま
れ
な
い
。
や
は
り
、
堂
舎
の
犬
修
理
は
数
年
前
か
ら
準
備
さ

　
れ
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

（
8
）
　
天
喜
二
（
一
〇
五
四
）
年
二
月
二
三
日
付
官
宜
旨
所
引
同
年
同

　
月
二
一
日
付
東
大
寺
奏
状
に
よ
れ
ぱ
、
萸
大
寺
は
山
城
国
玉
井
庄
に

　
賦
課
さ
れ
た
造
内
褒
役
の
免
除
を
要
求
す
る
際
、
次
の
よ
う
に
記
し

　
て
い
る
（
平
－
七
〇
九
号
）
。

　
　
如
此
公
事
無
陳
之
間
、
擬
逃
散
庄
住
人
等
、
因
之
擁
滞
恒
例
寺
務

　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
堂
禽
修
理
丼
御
翁
供
勤
等
秦
、

　
　
そ
し
て
、
天
喜
四
（
一
〇
五
六
）
年
関
三
月
二
六
日
付
官
宣
旨
案

　
所
引
天
喜
三
年
二
一
月
二
一
圓
付
東
大
寺
奏
状
に
よ
れ
ぱ
、
東
大
寺

　
は
伊
賀
国
板
棚
・
玉
滝
・
黒
困
杣
、
お
よ
ぴ
美
濃
国
茜
部
・
大
井
庄

　
の
国
使
不
入
・
国
役
免
除
を
要
求
す
る
際
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
て

　
い
る
（
茜
ー
二
二
号
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
僧
案
旧
記
、
以
件
杣
材
木
井
庇
々
所
出
土
産
之
物
、
多
支
大
破
修

　
　
、

　
　
理
、
依
是
不
入
国
使
、
不
仰
国
役
也
、
（
中
賂
）
抑
寺
家
建
立
之

　
　
後
、
及
三
百
余
歳
、
仏
事
澆
薄
、
僧
侶
廃
亡
、
因
鼓
、
雨
露
難
駐
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
風
霜
易
浸
、
当
千
斯
時
、
以
件
杣
井
庄
々
等
所
出
物
、
修
理
破
壊
、

　
　
供
養
仏
僧
、
更
無
矯
儲
、
壷
蒙
天
恩
案
、

　
　
み
た
よ
う
に
、
東
大
寺
は
寺
領
の
薙
役
・
収
公
免
除
を
要
求
す
る

　
際
、
堂
舎
修
理
を
一
つ
の
論
拠
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
二
〕

（
9
）
　
長
久
元
（
一
〇
四
〇
）
年
一
一
月
二
八
圓
付
官
宣
旨
案
所
引
同

　
年
一
〇
月
三
日
付
東
大
寺
奏
状
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
も
東
犬
寺
は

　
「
堂
舎
修
理
」
を
一
論
拠
と
し
て
雑
役
の
免
除
要
求
を
出
し
て
い
る
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（55）庄園領主支配と「佳人等解」の成立

　
（
茜
－
七
号
）
。

（
1
0
）
　
平
岡
定
海
氏

　
五
・
七
三
頁
。

お
わ
リ
に

『
菓
大
寺
の
歴
史
』
至
文
堂
、

一
九
六
一
年
、
七

　
本
稿
で
は
、
東
大
寺
領
美
濃
国
茜
都
庄
を
7
イ
ー
ル
ド
と
し
て

庄
園
領
主
側
か
ら
住
人
等
解
の
成
立
契
機
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。

そ
こ
で
得
ら
れ
た
結
論
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
。

　
a
、
天
喜
元
（
一
〇
五
三
）
年
七
月
　
日
付
茜
部
庄
司
・
住
人

　
　
等
解
は
、
王
法
仏
法
相
依
思
想
・
寺
院
別
当
の
在
職
期
間
の

　
　
記
述
か
ら
み
て
、
庄
園
領
主
東
大
寺
か
ら
の
「
交
通
」
関
係

　
　
の
中
で
成
立
し
た
。

　
b
、
こ
の
背
景
に
は
、
束
大
寺
の
法
花
会
の
営
修
と
い
う
恒
例

　
　
仏
事
と
こ
の
他
特
に
当
時
準
備
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
堂
舎
の
大

　
　
修
理
が
釘
り
、
こ
れ
ら
を
論
拠
と
し
て
収
公
・
雑
役
の
免
除

　
　
が
要
求
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
右
の
よ
う
な
結
論
か
ら
、
は
じ
め
に
整
理
し
た
よ
う
な

「
住
人
（
百
姓
）
等
解
」
に
関
す
る
研
究
史
に
対
し
て
次
の
よ
う

に
論
ず
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
研
究
史
の
流
れ

は
、
庄
園
領
主
に
よ
る
在
地
支
配
を
除
外
し
て
、
在
地
の
村
落
縞

合
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
。
庄
園
領
主
支
配
は
、
「
住
人
（
百

姓
）
等
」
の
影
に
あ
っ
て
、
「
依
拠
」
と
か
「
背
景
」
と
か
称
さ
れ
て

き
た
。
本
稿
で
は
、
右
の
流
れ
に
対
す
る
批
判
に
た
っ
て
、
「
住

人
等
解
」
に
お
け
る
庄
園
制
支
配
の
貫
徹
と
い
う
点
の
見
直
を
主

張
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
各
論
者
が
庄
園
制
支
配
の
問

題
を
全
く
見
落
し
て
い
る
と
論
断
す
る
つ
も
り
は
毛
頭
な
い
。
し

か
し
、
「
住
人
（
百
姓
）
等
解
」
を
論
ず
る
に
あ
た
っ
て
村
落
結

合
を
強
調
す
る
あ
ま
り
、
こ
の
問
題
を
論
理
の
枠
外
に
や
ら
れ
て

し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
恩
い
本
稿
を
ま
と
め
た
次
第
で
あ
る
。

　
さ
て
、
筆
者
は
、
古
代
か
ら
中
世
へ
の
移
行
を
把
握
す
る
に
あ

た
っ
て
、
そ
の
大
き
な
転
換
点
の
一
つ
で
あ
る
一
一
世
紀
中
葉
に

注
目
し
て
き
た
。
こ
の
時
期
は
、
「
前
期
王
朝
国
家
体
制
」
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

「
後
期
王
朝
国
家
体
制
」
へ
の
移
行
期
、
あ
る
い
は
、
「
摂
関
政
治
」

か
ら
申
世
の
出
発
点
と
い
わ
れ
る
院
政
期
へ
の
移
行
期
で
も
あ
る
。

こ
の
変
革
期
の
全
体
像
を
捉
え
る
に
あ
た
っ
て
と
り
あ
え
ず
の
研

究
の
方
法
と
し
て
、
①
国
司
・
国
衙
の
在
地
・
庄
園
支
配
、
②
庄

園
領
主
の
在
地
・
庄
園
支
配
、
③
こ
れ
ら
に
対
抗
、
あ
る
い
は
同

調
し
た
在
地
（
農
民
）
の
動
向
、
と
い
う
三
つ
に
分
け
、
こ
れ
ら

大
別
し
た
三
者
の
複
雑
な
相
克
・
絡
み
合
い
の
中
か
ら
論
じ
て
い
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き
た
い
と
考
え
て
き
た
。
そ
の
た
め
に
、
前
稿
に
お
い
て
東
大
寺

領
伊
賀
国
黒
田
杣
を
主
な
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
①
に
つ
い
て
論
じ

　
　
？
〕

て
き
た
。
本
稿
で
は
こ
の
続
編
と
し
て
②
に
つ
い
て
論
述
し
て
き

た
も
の
で
あ
る
。
残
さ
れ
た
課
題
は
、
⑧
の
在
地
（
農
民
）
の
動

向
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
論
ず
る
予
定
で
あ
る
。

（
1
）
　
坂
本
賞
三
氏
『
日
本
王
朝
国
家
体
制
論
』
東
京
大
学
出
版
会
、

　
一
九
七
二
年
。

（
2
）
　
拙
稿
「
寛
徳
庄
園
整
理
令
と
天
喜
事
件
」
、
前
掲
論
文
。

　
　
　
　
　
　
（
一
九
八
二
年
二
月
八
日
脱
稿
）
（
一
橋
犬
学
助
手
）

7幽




